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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第３四半期連結累計期間におけるビルメンテナンス業界を取り巻く環境は、人件費・原材料価格の高騰等が収

益面に影響を与え、また人手不足も顕著化しつつあります。「品確法改正」や「地方自治法施行令の一部改正」も

相俟って、作業品質レベルへの注目も一層高まってきております。

 このような状況下、ファシリティマネジメントの観点から総合的な営業・提案活動を展開しており、特に食の安

全が食品製造会社の喫緊の課題となっている中、食品工場の生産ラインの衛生管理等を行うサニテーション業務の

拡充に注力しています。しかしながら、前年同期には大口の不動産案件やスポット業務があったことや、前連結会

計年度末で業務が終了した契約があったことから、前年同期と比較して売上高、経常利益、四半期純利益が減少い

たしました。

その結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は192億11百万円（前年同期比12.4％減）、経常利益は7億63百万

円（前年同期比26.9％減）、四半期純利益は4億20百万円（前年同期比19.7％減）となりました。

セグメントの概況は、次のとおりであります。

① ビルメンテナンス事業

ビルメンテナンス部門では、お客様のニーズを踏まえ省エネ・省コストに繋がる各種提案を進めております。

作業品質を維持・向上させるための現場チェック・作業指導活動等も継続して実施しております。サニテーショ

ン部門では、お客様の工場の稼働状況に合わせた柔軟な対応や、作業品質、衛生管理等に高い評価をいただいて

おり、新規現場や追加業務を受注しております。しかしながら、前年同期には大口のスポット業務があったこと

や、前連結会計年度末で業務が終了した契約があったことから、前年同期と比較して売上高、セグメント利益が

減少いたしました。 

その結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は158億73百万円（前年同期比1.4％減）、セグメント利益は16

億1百万円（前年同期比8.1％減）となりました。

② 不動産事業

不動産事業では、不動産の売買、仲介及び保有している不動産の賃貸等を行っております。前年同期には大口

の不動産案件がありましたが、当第３四半期連結累計期間の不動産売買業務は今後に向けての営業活動や賃貸物

件の管理等に終始しており、不動産売買案件による売上計上はございません。 

その結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は4億24百万円（前年同期比85.3％減）、セグメント利益は1億

55百万円（前年同期比56.2％減）となりました。

③ 介護事業

介護事業においては、介護施設の運営や介護サービスの提供を行っております。 

 当社グループでは、メルシー緑が丘（大阪府豊中市）、メルシーますみ（大阪府池田市）、かおりの里（滋賀

県大津市）、メルシー東戸塚（横浜市戸塚区）を運営しており、入居者様・ご家族様の立場に立った高いレベル

のサービスを提供しております。しかしながら、入居稼働率の改善が進まなかったことや介護スタッフの人件費

の上昇等により、前年同期と比較して売上高が減少、セグメント損失が拡大いたしました。

その結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は8億59百万円（前年同期比2.6％減）、セグメント損失は35百

万円（前年同期は28百万円のセグメント損失）となりました。

④ フランチャイズ事業

フランチャイズ事業では、ツタヤ、プロント、ローソン、サルヴァトーレ・クオモ等の店舗展開を行っており

ますが、昨年12月には新業態として「やきとり家すみれ五反田店」をオープンいたしました。一部苦戦もありま

すが、業態別に戦略を見直しながら営業強化を図っております。 

その結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は20億31百万円（前年同期比1.8％減）、セグメント利益は62

百万円（前年同期比32.0％減）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

（資産）

 当第３四半期連結会計期間末における流動資産は163億32百万円となり、前連結会計年度末に比べ7億85百万円の

増加となりました。これは主に現金及び預金が8億72百万円、販売用不動産が2億90百万円増加し、受取手形及び売

掛金が94百万円減少したことによるものであります。固定資産は109億75百万円となり、前連結会計年度末に比べ1

億82百万円減少いたしました。

 この結果、総資産は273億8百万円となり、前連結会計年度末に比べ6億3百万円増加いたしました。

（負債）

 当第３四半期連結会計期間末における流動負債は96億20百万円となり、前連結会計年度末に比べ7億38百万円増

加いたしました。これは主に短期借入金が4億90百万円増加したことによるものであります。固定負債は52億2百

万円となり、前連結会計年度末に比べ5億33百万円減少いたしました。これは主に長期借入金が3億86百万、退職

給付に係る負債が1億73百万円減少したことによるものであります。

 この結果、負債合計は148億22百万円となり、前連結会計年度末に比べ2億4百万円増加いたしました。

（純資産）

 当第３四半期連結会計期間末における純資産合計は124億85百万円となり、前連結会計年度末に比べ3億98百万

円増加いたしました。これは主に四半期純利益4億20百万円、退職給付に係る負債の会計方針の変更による影響額

93百万円の計上及び剰余金の配当150百万円によるものであります。

 この結果、自己資本比率は45.7％（前連結会計年度末は45.3％）となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 通期の連結業績予想につきましては、平成26年５月９日公表の「平成26年３月期決算短信」に記載のとおりであ

り、業績予想は修正しておりません。

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更

（退職給付に関する会計基準等の適用）

 「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられ

た定めについて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付

見込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更、割引率の決定方法を従業員の平均残存勤務期

間に近似した年数に基づく割引率から、退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映した単一の

加重平均割引率へ変更しております。 

 退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な扱いに従って、当第３四半

期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減

しております。 

 この結果、当第３四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債が144,802千円減少し、利益剰余金が

93,252千円増加しております。 

 なお、当第３四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。 
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成26年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 4,291,468 5,163,511 

受取手形及び売掛金 2,804,349 2,710,027 

商品及び製品 152,222 158,096 

販売用不動産 5,321,240 5,611,479 

未成工事支出金 9,392 7,553 

原材料及び貯蔵品 38,095 37,277 

その他 4,093,440 3,858,191 

貸倒引当金 △1,162,978 △1,213,355 

流動資産合計 15,547,230 16,332,780 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 3,273,437 3,237,309 

土地 5,384,998 5,435,564 

その他（純額） 368,426 441,643 

有形固定資産合計 9,026,862 9,114,517 

無形固定資産 253,714 229,475 

投資その他の資産    

その他 1,974,913 1,725,903 

貸倒引当金 △98,002 △94,562 

投資その他の資産合計 1,876,910 1,631,340 

固定資産合計 11,157,487 10,975,333 

資産合計 26,704,718 27,308,113 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成26年12月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 1,469,703 1,510,442 

短期借入金 2,200,000 2,690,000 

1年内償還予定の社債 90,000 30,000 

1年内返済予定の長期借入金 2,609,448 2,428,372 

未払法人税等 326,812 70,935 

賞与引当金 227,087 94,818 

その他 1,959,205 2,795,712 

流動負債合計 8,882,257 9,620,281 

固定負債    

社債 30,000 － 

長期借入金 4,015,347 3,628,492 

役員退職慰労引当金 228,983 231,091 

退職給付に係る負債 391,570 217,997 

その他 1,069,832 1,124,929 

固定負債合計 5,735,733 5,202,510 

負債合計 14,617,991 14,822,792 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,808,800 1,808,800 

資本剰余金 1,852,220 1,852,220 

利益剰余金 8,385,361 8,748,033 

自己株式 △78,463 △78,463 

株主資本合計 11,967,919 12,330,591 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 63,788 109,788 

為替換算調整勘定 2,860 △10,567 

退職給付に係る調整累計額 52,158 55,509 

その他の包括利益累計額合計 118,807 154,730 

純資産合計 12,086,726 12,485,321 

負債純資産合計 26,704,718 27,308,113 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年12月31日) 

売上高 21,943,806 19,211,919 

売上原価 17,741,628 15,256,831 

売上総利益 4,202,177 3,955,088 

販売費及び一般管理費 3,050,818 3,197,848 

営業利益 1,151,359 757,239 

営業外収益    

受取利息 43,828 29,428 

受取配当金 4,934 5,403 

持分法による投資利益 16,769 10,252 

匿名組合投資利益 － 24,190 

その他 59,430 62,126 

営業外収益合計 124,962 131,401 

営業外費用    

支払利息 61,418 53,653 

支払手数料 24,534 25,525 

貸倒引当金繰入額 128,962 41,054 

その他 17,692 4,969 

営業外費用合計 232,608 125,202 

経常利益 1,043,714 763,438 

特別利益    

投資有価証券売却益 － 358 

特別利益合計 － 358 

特別損失    

固定資産除却損 2,553 400 

投資有価証券評価損 20,060 999 

特別損失合計 22,613 1,399 

税金等調整前四半期純利益 1,021,100 762,397 

法人税、住民税及び事業税 363,776 245,669 

法人税等調整額 133,602 96,390 

法人税等合計 497,379 342,059 

少数株主損益調整前四半期純利益 523,721 420,338 

四半期純利益 523,721 420,338 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年12月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 523,721 420,338 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 3,387 46,000 

為替換算調整勘定 △2,349 △13,428 

退職給付に係る調整額 － 3,351 

その他の包括利益合計 1,038 35,923 

四半期包括利益 524,759 456,261 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 524,759 456,261 

少数株主に係る四半期包括利益 － － 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。
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